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〔 項 目 一 覧 〕
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*項目名の後の数字は、『左九羅帖』への対応を表す数字。















































































































































「彼岸」などいひわかっはさらなり、其数はしられず。世に「桜」 字を用ゆるはひがごとにこそ。 と「桜桃」といふ木あ 。ちいさき実なる故にや「みどり子の桃」てふ心に 嬰桃」とはじめは書きけらし。後に「木」を加へてけり。されば「桃 はなれては別 「桜」と ふ木はな なり。いかなればこの国にでかかる文字を用ひきにけん。詩賦などに入たる かたはらいたしゃ。
「樺」は総名なるを、とりわきでは「カパザクラ」といふ。「カニパ守サ
クラ」とも ふ。「カパ」の木立、花の う、今の「サクラ かはることすくなし。唯、花の数多からで、 りおとれり いかなれば其子其孫とうまれわかれ るは、ひかりにほひ世にならぶものなし。されば花とだにいへば「サクラ」のこととなりぬ もろこしに 牡丹・海裳にかかるめしありとなん。司馬相如の賦に「華楓梓櫨」といへり 「華」はすなはち「樺」なり。むかしの人さばかりめづる心もなく、また世のすゑをさとり
凋 品
z




の 「 木 」
文字をたづぬるはあぢきなしゃ。
「海業」もことたがへり。詩賦にも用ゆまじきことにぞ。「サクラ」と













































摂州平野末吉勘兵衛丞殿【 校 勘 】
O




見 え : ・ 懐 徳 堂 本 「 み え 」 。
O




に 「 噴 」
いとふるき木にてぞありける。「寝」てふ玉は今いふ璃瑠なめ
り。白きに薄紅をいろどりたり。かの花これに似たるにこそ。惰燭帝の世となりて者のあまりに、この名花をながめんとて、みやこより千鶴里の問、川をほり、道をつくらせけり。前の年よりこのいそぎにて、天が下ゆすりて民のなげきとなれりける。さて春にな て、みゆきなりける。かの川に龍舟をうかべ どしたりけれど、 とはるけき道にしあればやうやう春なかば過るころ観のこな 十里ばかん江都といふ処につきぬ。やが 人を馳て花のやうをとはせ給ひしに、「其あ の日なん盛なるべし」と奏しければ、場帝よろこびて、「旅のつかれはさるこ なれど、か る企を して花の盛におくれなぽいと口惜かるべし。あくる朝の横雲につれて観にいたれ」と勅を下したまひければ、もろもろ つかさづかさゐもねずし いとなみいそぎけるに、この夜、うしみっすぐるころ、遅にそらかきくもり雨うちそそぎて風のおといとおどろおどろしく、「かくては かが」と人みなすこしうちためらふを 場帝気 らちて「何条さることやはあるべき。風神雨師の朕が に道 清むるにこそあなれ い で朕に だをすべき。とく車をいだせよ」と 雨風をつきでかけ出 給ふ 従者などは、ころび、たふれて、あさましきまで ぞありけ 。辰の時ばかりに観 いたりっきぬ。さて其庭には水た へて、泥わきかへり、花はひ ひらもなかりけり。あなあやしと観の道士を しいでて其ゃ たづねたまへば道士謹て奏すらく 「よベの雨風のはげしさなん 魔風 やお すべき。この処にては聞もおよばぬわざなりや。されば夜のまに花はの り く散さぶらひし」と申。燭帝これを聞て逆鱗甚しく「天帝地祇も朕がかかる企 まどひぬ。をしろしめさぬこ はあ じを、こ はりなく朕が一日 遊覧を妨給ふべきやうなし。さては花神こそに けり、天下 唯一木の名花 り 、わが身を思ひあがりて、万乗の天子守 ざむき をかたらひて 朕に一
目見えぬやうにわざとしなしたるぞ、いといとにくきしわざなり。大逆とやいはむ、無道とやせむ。いで、ものみせん。すは、ものども、この木うちきれ」といふ。ほどこそあれ、数百人 つはものども 斧よ鎖よとひしめきて、みかかへもあらん大木を、しばしがほどにきり倒し、枝葉までをあつ て火をかけて灰となしける。これより後、「理花」てふものは世中に絶はてけるとなむ。 かなる花なりとはものに くはしくは見えざりければ力なし。あ 時、ふるき巻物を見た しに 道土の、「噴花」を手折て、手に持たるかたあり。其花も葉もまさしく こもとの「八重桜 なりけり。この花なき国にはかかる花を絵にかきた もあやしく「理」てふ名もうちおきがたしゃ。また、江都は しこの南国にて東のはてなり。わが国の西のは とは波路ほど遠からず 気候 同じければ、草木のうつ わたるも、たがひにすくなからず。されば、いづれより移りしは らねど江都の「理花」と奈良の「八重桜」と またくおなじたね 思ひなりぬ。詩賦などうちつけに桜を「理花」といひ らん 罪 かるべ ゃ。
n b  戸hu
【 校 勘 】
O
































































れり。右の二物みな寄生の名あり。詩賦に「寄生草」といふは二物をおしこめていひけらし。なを女嘉を主とすべし 和歌には「やどり木の紅葉」てふ とありて、蔦を主とすべし。この外に「兎糸」てふも もあれど寄生の名なし。
およそ寄生に昔より二流あり。其ひとつは草本なり。「蔦」「女羅」是な
り。今ひとつは木本な 。桑の上におひたるを「桑寄生」とて薬に入なり。ちいさき物なれど木類な から橘に似て葉厚し。実もから橘のごとし。外の木にもおひ出ベけれと、それは「桑寄生」の名なし。この一流は生木」と名づけてよろしかるべきにや。又 の捷 とりて「桑寄生」と名づくるもあり。ひがごとなめり。「メシマコプ」といふが本名なり。肥前の女島より出る。さて木本は薬の外には用なし。詩歌の家にはひん しゃ
古詩に「蔦与女謹、施子松上」といへり。蔓延の物ならでは「施」とは







































































なるは食品となる故に、古書つねに 榛」「栗」をならべたり。いたりてちいさき 、食ふにもたらず。土地の厚薄によりでなるべし ベちの物にはあらず。およそ「榛」の味は「栗」にまされり。
ベちに「ハシパ、、こといふ木あり。葉に鍛あり。実は「紐」のごとし。



















































































にてありけらし。後の世にぞ、麻布を薄墨にて染ることにぞなりけ しかかる疑ひを腹にたたみおきてほども く消うせむ露の身のはた に せん。 きつけおきなぱ、よく物をわきまへ らん人のかうがへくさにもやと思ふも、いとおこがま ゃ。 よそ此巻 かきつらね 大か 、しかなり。さきざきにはいはず。もし『本草』 ふ巻物を斧 ふりてきりたださんの心あらん人は、初よりみそなはすまじきことにこそ。
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【 校 勘 】
O
え ・ : 手 稿 本 「 ゑ 」 。
O














もこのたぐひなるべし。人のよくしり れど、またしらぬもあるぺしゃとて、ひとつ たつ左にあぐ『古語拾遺』臼「令白神種麻以為青和幣。令天日鷲神以津咋見神穀木種殖之以作自和幣。」註云「是木綿也。」又日「令天富命率日鷲命之孫求肥壌地、遣阿波国殖穀麻種、其商今在彼園、当大嘗 年、貢木綿麻布。」上古は「穀」「麻」の二種のみを服とせり。故に神に奉るにも唯この二






形は払子に似たり。世俗に用る「采幣 にも似たり。もとは常にも用る物なるべし。神社にては、みやっこども広まへに出んと はまづこの「ゆふしで」をとりてわが身を払ふ。垢識を去 身をきよむる心なるべし。今、神の御まへに杖の末 白紙 きりかけて「幣」とよぶ物あ これは昔「和幣」の変形なり。それにまた「ゆふしで」をあつらへつけて、みやっこの身を清むる姿は残 たれど、神に奉る物はな 。唯ねぎご を申時の手まさぐりになむ。世中のうつりかはる事はみなかかるたぐひなり。およそ今の物を本として古へをかたるは大なるひがごとに そ。今の紙は上古よりありなどいふ人も世にはありとかや。われらが凡智の ぬこ ぞ。ゆふしめ縄は穀の皮を縄になひて引はへたるのみぞ、むかしの姿なりけ
る。処々の物をむすびつけたる物に あらずかし。
「ゆふだすき」はいま竃屋につかへまつる奴埠の肩にかくる物とその形















こ そ ・ : 懐 徳 堂 本 「 ぞ 」 。






















花をさすに其かたぶき ふれぬやう とて を一束っかねて、かづらにてゆひ、まづ瓶の腹にいれおきて花を其聞にさす、是を「メド といふなり。茎の問自の通 ですきまあれば「メド」とい なり。然れば、「うらかた」の外 名にぞあ ける。今の世には藁をつかね 瓶にいるる、其名を「コミ といふ。便利大におとれり。昔やんごとなきあたり 仏名てふ斎会ある時はかならず「勢綜花」を仏前に奉ることなり。ことおはりて後は、其花をメドともにおろして、人 もてあそび物とす。『古今集』なる





に 見 え る 。
O






















































当六月朔目、水戸滞より上げ候河童、丈三尺五寸余、重サ拾武貫目有之候。殊之外、形より重く御座候。海中にて赤子の鳴声彩敷いたし侯問、猟師の船にて乗廻り 得ば、海の底にて 故、網を下し候へば、いろ ろの芦仕候。夫よりさ 網を引
-
廻り候へば、鰯網の内へ拾四五疋入申候、おどり出、おどり出、逃申候。船頭ども棒かひ杯にて打候へば、ねばり付、一向にかひ杯きき不申候。その内 壱疋、 の中へ飛込候故、とま杯押かけ、其上よりたたき打殺し申候。其節までやはり赤子の鳴声致申候。河童の鳴声は赤子の鳴声同様に御座候。打殺候節、鹿をこき申 誠に湛がたきにほひにて船頭杯後 煩ひ申候。打候俸かひ杯青くさき匂ひいまだ去り
-




【校勘】*『日本随筆大成』『大国南畝全集』との異同を示す。O上 げ ・ : 「 上 り 」 。
O
下 し ・ : 「 下 し 申 」 。
O














死 し 侯 ・ : 「 死 候 て 」 。
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葱、皆この一物なりし。後の世に、「甜瓜」「越瓜」「冬瓜」の類あまたいで来て、菓食は「甜」、煮食は「冬」、華道は 」とさだまりぬるより、「ナウリ」は食ふ人まれなり。七夕乞巧実に「ナウリ」を供する例もあれど、味よからずとて、やがてすてやるべし。かたいなかの「甜」「越」なき里などは、「ナウリ」をうゑて煮菓にも華道 も 唯この一物を用ること昔のごとし。「ナウリ」と 菜瓜」てふこころなるべし。外の菜ならぬ「甜瓜」「西瓜」等に対し 名づけらし。この物、煮食 冬 に及ぱず、菓食は「甜」に及ばず、蓋殖は「越」に及ばず。 の三不及はあれども、一物にて諸食をかねそなふるは、其功大に過たりといふベし。民食の益おほし。もろこしも、しかぞありける。『斉民要術』 「瓜」とのみひしは、みな「ナウリ」なりけり。たまたまに 漢 ともいひし。これは「越瓜」「胡瓜」に対していひ出たるなめり。ふるき名にはあらず後の世の人は「甜瓜」をま との瓜なりとおぼひて 園風「七月」よりじめてもろもろふるき文に疑をおこして人の口腹も古今のかはりあ などいふめり。井 内の蛙のこころばえなるべ 。
【 校 勘 】
O


































































































に氏を加へて「黄楊」「白楊」「垂楊」といへば、ベちの木をかりで名をつけたるなめり。本名にはあらず。草の名もまたしかなり。草なる文字にさらに氏を加へたるは、必、本名にあらず。かの「萄葵」 どいふ草は菜にはあ ねども、葉の形のすこし似たればとてなむ、 葵」の字をかり氏をそへて名とせしなり。それを本名と心ゑてみだり るわざのいで来たるり。唐詩に「松下清斎折露葵」といひしは、露にまみれたる葵をとりて鰻にいれたるをいふなり。これをさへに思ひたがへて「露葵」てふ名をたてて一草をかま たり。それ ては「清斎」 かかることなし。何の めに葵を折けるにや。後の人 いふ者はかかるあさま きもの ぞ 其後 人はまた其言 たがはじとうちまもりでさらにまた後の人をまどはすらめ。
賀茂の「あふひかづら」は葛の類にて葉の形のすこし葵に似たればとて







ブキ」とは「フキ の音ののびた な べし。『楚辞』にも「葺蕗雑子鹿」といへり。然れば「蕗 も俗字に らず。
この草おひつらなりたるころは、家の軒端をふきならべたらんやうにな
ん。されば「フキ」とは名づけけらし。その「フキ」に文字をあてて、「富貴」と書たれば、まことにめでたき草なりと思ふベし。富貴は人の福なり。「福」の音「フク」また「フキ」の義にかよひたれば「福草」ともよびけらし。「福草」を「サキクサ よめり。「サキ」は「サチ」なり。これは文義をとりていふ げにも さき草のみつぱょっぱ」に よくかなひぬベし 。冬の半にもえいづるに、ひともとに葉は必、みつあり。初め二葉いでて






ず、日にしたがひてかたぶきめぐる故に「向日」のほまれあり 「衛足」ともいへり。こ にて「アフヒ」と名づけたるは 「逢日」のこころなるベし。さらば、歌によみ ずじうたふにも「逢日」のごとよみけら 。今は「青井」のごとよむなり。歌の心にもかなはず。よこな りにあらずや。
【 校 勘 】
O
を ・ : 手 稿 本 「 の 」 。
O
ゑ : ・ 懐 徳 堂 本 「 得 」 。
O
と :・懐徳堂本はこの後に
「 は 」 あ り 。
O
の : ・ 懐 徳 堂 本 「 れ 」 。
O
書 : ・ 懐 徳 堂 本 「 か き 」 。
O
い ・ : 懐 徳 堂 本 「 ゐ 」 。
O
む か ひ : ・ 懐 徳 堂 本 「 む か ゐ 」 。
O











ろにや、海中をこぎわたるものの見出したるにや、東海の中に「蓬莱」「方丈」「温洲」の三神 あり。仙人 すむ山にて不老不死の薬のおひ出るなど、あだしことをいひさわぐ。まことはひとつ山な をしらで、山のみつかさなりそびえたりとおぼひて「三山」 いふなりけり。げに遠き海よりあふぎみるなれば、さは思ふべし 山の姿もふもとにて見るとは大ひにかはるべし。山ふと ろ 青みわた を、「よ ぎ」「しぼ」 おつらなりたるに ぞらへて「蓬莱山」とはよびけらし。左右を「方丈」「温洲」と名づけしこころはしりがたし。さて の三山をから歌に 文 もかき流したるは、わが国にて富士の畑をよみそめしより、はるかに前のことなりける。秦の始皇帝の時、方士にみこと りして、かの薬 もとめさせけるに、年をへて帰りまうで来て、奏し まう く、「臣ら、か 神山を目が て舟をこぎよせて嶋にあがれば うき世の人に 見えじとや、この山するすると海の中に沈み たづぬ くも らず。舟にかへり 沖に漕出れば、もとのごとくみゆ またゆ ば、また沈む。いく度も なじさまなり。これまたく臣ら戒行のっ なきにこそ」となむ。いつはり ほき方士なれど、またくよしも きことを くりいでたる しもあらず。遠ければ
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みゆ、近ければ物にさはりてみえぬといふことはりをさしおきて「海に沈む」といひけんは、いとおかしくこそ。人皇第七代孝霊天皇の御宇にゃあたりぬらん。この時に「富士」てふ名はありしやあらずや。漢武帝の時にもかの薬をもとめさせけり。其後、世々のおごれる帝たち、もとめざるはなかりき。唐玄宗の時には楊貴担のことにつけて「蓬莱仙宮」をそらごちける。また「三島 てふ がごとも でくめり。其外のくさぐさは、波にみだるるもしほ草、かきあっむべくもあらずかし。いでや、かかるめでた
$ 
き山の御名を しづきまいらせて、「蓬莱の嶋」 てむくつけき鬼のすむ海のあなたのさかいなりと、世にいひさはぐこそい 口おしけれ。
もろこしに「博山香炉」とて名高き宝器ありけり。梁昭明太子のいとお
しみたまひし物とぞ。これは玉もでつくれり。其かたちは後の世ま も・つつしったへたれば、それをみたりしに すなはち富士山の姿なりけ みつのみねの間より香の姻のくゆり出るやうにゑりすかした ひ つの名は「富士山埴」といふ。また「不二山埴」ともい と物に見えたり。これは、昔のごとおぼろげにはあらで、海中よ よく見さだめでつくりけらし。さればこ 山をはるかに名づけて 博山」といひける こそ げ はたばりひろき山なれば、この名もむベなりや
わが国なる山を目にもみぬ国にてめでさはぎ、さまざま名をたてたるを、
ここにては用ひだにせぬは、いとこころうしゃ。山の恥にもゃなりなましを。さらば今よ は「よもぎ山」 いひて よろし・かるべし 「よ ぎがみね」もあしからじ。「ひろ 」も「ひろね」 「神山」も、 でや、世
てふことをよく味はひて、まぐさか









ゐ ら せ て 」 。
O
み ・ : 懐 徳 堂 本 「 見 」 。
【参考】履軒手製の博山香炉がある(『懐徳堂センター報』二
OO




はるかに隔たれど、朝日のさしのぼるほど、日輪の中に木の技のうちなびきて日の見ゆるなりけり。いかなる木とはしるべきゃうはなけれども、枝のすがたの桑 似 ばとてなん、「扶桑」とは名づけけらし。「扶」とは枝のならびたちてうち びきたるをいふなり。されば、わが国をも「扶桑」とぞよびたる。文字にも「東」は「木」の中に「日 あり。日ののぼりて空あきらかなるを「果」といふ。「 」の上に「日」あり。夜いまだあけず、空くらきを「杏」といふ。 木 の下に「日」あり。いづ も扶桑木によりていふなめり。さらば、昔、黄帝 時、倉韻てふ者の文字をつくりはじめしころより、この木 はやくさかへしげりけらし。天地 ひらけはじめし時、やがて た葉をひらきける ぞ。およそ古物名物は人 めるものなるを、かかる古物名物は、世にまたならぶ物 なかるべし。こ木のくちたふれたるは、いつのころなりやし 人なし。
日輪のみならず、月輪のうちにも、秋の半に月のいづるを、呉会のあた
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原文「也」なし。右の文にておしはかる 、この時、巡幸の為に行宮をつくるとて、人ら地をゑらびて、こ 僅木の側にたてたるは、僅木に伺て延道とし修築の労を省きたるならん。「御木」てふ名は行幸ありて後に名づけたまひを前に出したるにて、よむ人まどひもぞする。かか ことは古き文の常な
っかさ





もおちかへ てことのこころたしかならず・:(解読不能):・今これを訳して左 いふなり。景行天皇十八年の秋:・(以下の朱筆部分)・:栂橋とて歌によみける」を貼り紙で隠した上に書かれている。懐徳堂本はそれに続けて、朱筆で以下 う ある。懐徳堂本が竹島貸山による写本である証拠と言えよう。〔 朱 筆 部 分 〕




木」の転音なり。このあたりにては、この木 高田の ヲラピ楠」とよぶ。また、「大楠」ともいふ。ここの田の名を「上高田」「中高田」「下高田」とであひならぴたり。昔の名 残りたるにぞ。 あたりは木 残て、今に土中をはひわたれ 井をうがち、池を掘に、この根にさ りてほりゑぬこと多しとぞ。今ある池溝などは、 の根おほくさし出たるみゆ。にも中高田は昔大楠のたてりし処とぞいふ。
「ヲラピ」は「さけぶ」の方言なめり。地上に風ふかぬ時も天つ空には




の「答木」も「扶桑」なめり。この処、地のたかきのみならず、西にむかひて山々のさはりなく、遠く見とほさるるなるべし。外 処よりは山の端にさはりて見えぬにや。ここにでも山ふかくわけいりてたづぬれば見えずとなむ。はるけき道のほどなれど、夕日落かかりて西より扶桑を照せば、木影あま雲にうつろひでお ろげにははきのやうになん、ここよりは ゆるにぞありける。あきつむしの尾の北 まがれるとぢめ れば遠 とてもさしもあらずかし もろこしより みゆる扶桑なれば疑ふべくもあらず。そもそもその木を「扶桑」と名づくることは 景行天皇のむ しより今の三池の民くさまで、年は千とせを過ぬれど、人はひとり いはざりけ 。今かくかうがへ だめつる 、なには江の浪 ただよふふかうどでふゑせおのこにぞありけ 。あなおこがましゃ、か ましゃ。【 校 勘 】
O





:・懐徳堂本はこの後に「に」 。【参考】扶桑の大木については、履軒に「扶桑匝記」(『弊帯続編』)が、竹山に、和文の「扶桑木説」と漢文の「扶桑考 とがあ また、山片崎桃『夢の代』巻四「歴代第四」にも同様の内容が見える。その他、大阪大学図書館懐徳堂文庫には「扶桑木板」
g g H ¥
諮 問 由
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が あ る 。
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( 補 足 )
*面なし。〕
「構」のことはすでに「穀」の下に見えたり。それにいひのこしたること
あれば、ここにいふなり。今、世俗に「梶」の字あり。「カヂ」とよめり。地の名に「梶原」あり。氏ともなれり。七夕の具に「提葉」あり。端午節に角黍を提葉もてつつむことあり。されど「梶」はなき文字なり。この葉またく「構」なれば、「構」の詩文 るべし。 穀 と同物なり。飯餅類、もろもろ 食物をむかしはおほく木葉に盛 けらし。今、神事または農家の儀式にかかることの残り ことおほし 「梶」はもとより り。およそ葉の広く、物を盛に便ある物は、皆「カシハ」と名づけて用ゆ。杉柏松などは枝ながら用ゆ。それをはなれで 、唯、「柏」のみを カシハ」とよみてこの木 名とせり 柏 ことさらこの用に便あ ものなればにや。され まことの名にはあらず。
「柏」はヒノキ。木名なり。「カシハ」とは「藷葉」の義なるべし。「藷」










* 固 な し 。 〕は漢名なり。「たち花」は和名なり。「ミカン」は郷名なり。わが
国にもとより生たるは「柑」のみなりし。後に外国にもとめて植たるは「橘」なり。「時じくかくのこのみ」などはこれをほめていひたることばなり。「ミカン」とは 蜜柑」の心もて名づけたるにぞ。けだし、「柑」 似ていとあまし。密の味ありとてなん、かくよび し にて、「蜜柑」てふこのみは、もろこしにもなきものを、このくさぐさの名につけて「蜜 はベちの物なり。「橘」 あらず。薬に入 ももろこし 「橘」ならでは、などいふものおほ くすしは何事もくすしめきたりや。いままた「柑」に似たるに小きこのみにたちばなの名をおびたるも あ 。それは山賎のつけたる名にもやあらん いといひかひなし。
「 橘 」
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【 校 勘 】
O
も ・ : 懐 徳 堂 本 な し 。
〔手稿本、中之島本にはこの後、二枚の画がある。
ヨモギとツバキか?〕
*本稿は、平成一八年度武田科学振興財団杏雨書屋研究奨励費の成果の一部である。
(大阪府立工業高等専門学校助教授)
